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⾼齢化の推移と将来推計 CSV形式（3KB）のファイルダウンロードはこちら

（注1）将来⼈⼝推計とは、基準時点までに得られた⼈⼝学的データに基づき、それまでの傾向、趨勢を将来に向けて投影するものであ
る。基準時点以降の構造的な変化等により、推計以降に得られる実績や新たな将来推計との間には乖離が⽣じうるものであり、将来推計
⼈⼝はこのような実績等を踏まえて定期的に⾒直すこととしている。

ウ 現役世代1.3⼈で1⼈の65歳以上の者を⽀える社会の到来

65歳以上⼈⼝と15〜64歳⼈⼝の⽐率を⾒てみると、昭和25（1950）年には1⼈の65歳以上の者に対して12.1⼈の現役世代
（15〜64歳の者）がいたのに対して、平成27（2015）年には65歳以上の者1⼈に対して現役世代2.3⼈になっている。今後、
⾼齢化率は上昇し、現役世代の割合は低下し、令和47（2065）年には、65歳以上の者1⼈に対して1.3⼈の現役世代という⽐
率になる。

エ 年少⼈⼝、出⽣数とも現在の半分程度に、⽣産年齢⼈⼝は4,529万⼈に
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